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今
日
の
社
会
情
勢
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
議
会
と
の
論

議
を
深
め
る
中
で
、
皆
さ
ん
に
納
得

の
い
く
結
論
を
出
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
わ
た
し
は
市
政
運
営
に

あ
た
り
「
夢
」「
未
来
」「
安
心
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
「
風
光
る
前
橋
を
め
ざ

し
て
」、
無
理
、
無
駄
の
な
い
政
策
の

展
開
に
全
力
を
傾
け
ま
す
。
政
策
は

す
ぐ
に
実
行
で
き
る
こ
と
、
す
ぐ
に

変
え
ら
れ
る
こ
と
、
任
期
の
中
で
実

現
し
て
い
く
こ
と
に
分
け
、
歳
入
歳

出
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
実
行
し
て

い
き
ま
す
。

市
長
以
下
特
別
職
の
給
料
カ
ッ
ト
、

助
役
を
一
人
制
へ
変
更
し
て
、
歳
出

の
削
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年

十
二
月
五
日
に
本
市
は
大
胡
町
、
宮

城
村
、
粕
川
村
と
合
併
し
ま
す
。
ま

た
、
富
士
見
村
と
も
鋭
意
協
議
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
急

務
で
、
民
間
と
の
連
携
を
踏
ま
え
、

新
た
な
考
え
で
保
育
所
の
運
営
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
前
橋
再
生
に
は
、

女
性
や
若
者
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

男
女
共
同
参
画
を
進
め
な
が
ら
、
市

が
委
嘱
す
る
各
種
委
員
な
ど
に
積
極

的
に
登
用
し
ま
す
。

加
え
て
、
市
役
所
を
市
民
皆
さ
ん

の
最
大
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
す

る
と
と
と
も
に
、
市
民
の
声
を
さ
ら

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
十
一
月
か
ら
有
料
化
に
な
っ

た
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
運
動
場
を
含
む
学
校
施
設
に
つ

い
て
は
元
に
戻
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
自
助
、
共
助
の
努
力
が
よ
り
生
か

せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
ゴ
ミ
処
理
費
は
今
ま

で
ど
お
り
無
料
と
し
、
減
量
化
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
促
進
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
に
努
め
ま
す
。

�
く
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す

「
ま
ち
の
顔
」
で
あ
る
中
心
市
街

地
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、

商
業
の
み
な
ら
ず
、
文
化
、
芸
術
、

保
健
福
祉
、
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
活
性
化
策

を
進
め
、
前
橋
テ
ル
サ
の
有
効
活
用
、

民
間
活
力
を
導
入
し
ま
す
。
横
断
的

で
専
門
的
な
組
織
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、
市
営
駐
車
場
料
金
の
値
下
げ

を
し
ま
す
。
ま
た
、
国
際
化
、
情
報

化
に
対
応
し
、
群
馬
大
学
を
守
る
取

り
組
み
と
と
も
に
、
前
橋
工
科
大
学

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
公
共
事
業
に

つ
い
て
は
、
防
災
・
救
急
に
役
立
つ

生
活
密
着
型
の
土
地
区
画
整
理
事
業

や
街
路
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
安
心
と
生
き
が
い
を
大
切
に
し
ま

す
お
年
寄
り
の
た
め
に
介
護
施
設
の

入
所
待
機
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
整
備

を
図
り
、
在
宅
介
護
の
支
援
や
青
少

年
健
全
育
成
、
地
域
づ
く
り
に
シ
ル

バ
ー
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
「
老
人
塾
」

を
つ
く
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
誰
で
も

な
り
う
る
う
つ
病
な
ど
の
対
策
と
し

て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
強
化
、

心
身
障
害
者
施
設
の
充
実
な
ど
、
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

�
地
方
分
権
の
推
進
と
群
馬
県
と
の

協
調
を
深
め
ま
す

今
、
地
方
が
独
自
色
を
出
す
時
代

で
す
。「
女
性
塾
」
や
「
青
年
塾
」
を

設
置
し
て
市
民
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、

群
馬
県
と
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
躍

進
す
る
前
橋
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

�
元
気
で
活
力
あ
る
県
都
を
再
生
し

ま
す産

業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
前
橋
工
科

大
学
を
活
用
し
た
産
業
育
成
を
図
り
、

市
長
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
、
人
材
流

出
を
防
ぎ
、
雇
用
を
確
保
す
る
た
め

の
企
業
誘
致
、
企
業
撤
退
を
防
ぐ
よ

う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏
、
県

都
と
い
う
立
地
を
生
か
し
、
農
村
地

域
の
滞
在
型
余
暇
活
動
で
あ
る
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
含
め
、
地

域
に
即
し
た
農
業
振
興
を
進
め
ま
す
。

�
潤
い
あ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す

歴
史
的
建
造
物
、
史
跡
、
寺
院
、

神
社
な
ど
を
生
か
し
、
景
観
や
環
境

に
配
慮
し
た
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
ま
ち
の
安

全
や
公
共
交
通
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
適
正
で
効
率
的
な
土
地
利

用
を
図
り
ま
す
。

�
元
気
な
こ
ど
も
・
た
の
し
い
学
校

を
実
現
し
ま
す

ゆ
と
り
あ
る
学
校
教
育
や
芸
術
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
、
地
域

の
教
育
力
の
活
用
な
ど
を
進
め
、
人

間
性
あ
ふ
れ
る
元
気
な
子
ど
も
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
立
前

橋
高
校
の
中
高
一
貫
校
へ
の
移
行
は

抜
本
的
に
見
直
し
、
高
校
単
独
で
教

育
の
充
実
・
発
展
を
目
指
し
ま
す
。
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を
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「夢」「未来」「安心」をキーワードに
高木市長の所信表明

す
ぐ
に変

え
ら
れ
る
も
の

任
期
４
年
間
で

実
現
し
て
い
く
も
の

す
ぐ
に
実
行

し
て
い
く
も
の


